
撮影日 平成30年2月17日

撮影日 平成30年2月17日

C工区 西側掘削状況①

撮影日 平成30年2月16日

撮影日 平成30年2月19日

・No.2+10～3+00付近

No.2+10↓No.3+00↓

No.3+00↓

No.3+00↓ No.2+10↓

↓No.3+00

No.2+10↓

(旧栗東町廃棄物埋立地由来

の廃棄物混じり土の掘削)

家庭系ごみ

敷地境界から掘削

①

②

③

④

【現場見学会説明資料(H30.3.6開催) 】

C工区 西側掘削状況②
(旧栗東町廃棄物埋立地由来

の廃棄物混じり土の掘削)

撮影日 平成30年2月16日

撮影日 平成30年2月26日

撮影日 平成30年2月26日

家庭系ごみ
→残置

家庭系ごみ
→残置

覆土層
→残置

家庭系ごみの主な内容
・ビニール袋
・びん
・プラスチック類 等

・鉛直遮水工施工箇所の掘削
→地山を確認し掘り止め

施工状況

①

②

写真
①掘削後の状況(No.2付近)
②家庭系ごみの近景

【現場見学会説明資料(H30.3.6開催) 】
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C工区 西側掘削状況③

No.5

No.7+10

D工区

No.3No.4 No.2 No.1

C工区
B工区

(掘削完了後)

撮影日 平成30年2月26日

No.0

平面図

No.4 No.3 No.2+10
No.1

No.2

【現場見学会説明資料(H30.3.6開催) 】

約6.4m

鉛直遮水工

掘削ライン

※地層は、ボーリング調査の結果より想定したものです。

9.0m

最終盛土計画ライン

工事着手前地形

W

A

Kc3

Ks2

▽EL=125.894m

B

撮影日 平成30年2月26日

鉛直遮水工
側面遮水工

【地質凡例】

Ｗ 廃棄物土層

Ｂ 盛土層

Ａ 沖積層

Kc4 粘性土層

Ks3 砂質土層

Kc3 粘性土層

Ks2 砂質土層

敷地境界

底面排水管

〈断面図〉

〈平面図〉

※イメージ図

敷地境界

里道

Ks3

Kc4

鉛直遮水工の施工
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C工区の状況

進捗状況

・ 選別土の埋戻し
・ 鉛直遮水工施工箇所周辺の整地

撮影日 平成30年10月10日

撮影日 平成30年10月10日 撮影日 平成30年10月16日

①

② ③

鉛直遮水工後の工事について

鉛直遮水工

洪水調整池、盛土、排水路等を実施します

※最終の盛土形状は、今後発生する選別土量により形状等が変更する場合があります。
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